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特集 平成 30 年度施政方針＆予算

　町民の国際感覚の醸成や異文化理解を
深めるための支援を推進し、町民主体の
国際交流の輪が更に広がるよう草の根レ
ベルでの取り組みについても積極的に支
援します。
・関連事業…外国青年招致、国際交流員設
置、青少年海外派遣事業、日韓交流推進
協議会補助など

　「地域コミュニティ協議会」の発足・活
動推進の支援をします

・関連事業…幼児教育・保育料無償化（３
歳以上児）、保育対策総合支援補助、中学
生以下インフルエンザ予防接種費用助成、
子育て世代包括支援センター、大隅広域
夜間急病センター運営など

　電気の地産地消への取り組みを進めな
がら分散型エネルギー社会の基盤を作る
ために、住宅用リチウムイオン蓄電池と
住宅用燃料電池の普及促進を促進します。

・住宅用リチウムイオン蓄電池…太陽光発
電の電気や割安な夜間電力を蓄えること
ができ、節電・省エネに役立てることが
できる。

　産業分野にとどまらず、農林水産業、
福祉、医療・介護等の分野で、地域が抱
える課題の解決や地域活性化の手法とし
て、新しい技術や考え方を積極的に取り
入れていきます（ICT 機器等畜産生産技術
向上対策、携帯電話等エリア整備、町議
会インターネット映像配信など）

◯ 国際交流を促進！◯ 国際交流を促進！
◯ 子どもからお年寄り◯ 子どもからお年寄り

まで安心のまちにまで安心のまちに

◯ ICT・IOT を活かして◯ ICT・IOT を活かして

住民福祉の向上を住民福祉の向上を

◯ 環境に◯ 環境に

やさしいまちに！やさしいまちに！


